
【　代　表　質　疑　】

１．　　　結　　　　　冨　田　　　薫　（発言時間：60分　発言方法：一問一答）

２．　　未　　来　　　水　谷　憲　治　（発言時間：60分　発言方法：一問一答）

令和６年第４回定例会「代表質疑通告表」

１．「安定した財政基盤の確立」について

(1) 企業誘致の推進により不交付団体となる可能性は

２．桑名駅及び周辺整備について

(1) 駅西口の今後の整備予定は

(2) 駅東口の今後の整備予定は

３．「誰一人取り残さない社会の実現」について

(1) 福祉や医療、教育等における組織の垣根や制度の縦割りを打破する方策は

(2) 子どもをまんなかに据えた政策をどのように展開していくのか

４．「時代の変化に対応できる行政」への改革について

(1) デジタル技術等を活用した取組をどのように進めていくのか

(2) 公共施設の再編と公民連携の推進をどのように図っていくのか

１．「誰一人取り残さない社会」の実現について

(1) 市民のウェルビーイング向上に向けた今後の展開について

２．「時代の変化に対応できる行政」のあり方について

(1) 目指すべき市役所の姿について

① スマートシティーの実現に向けたＤＸ・ＰＸ推進の取組について

３．「安定した財政基盤の確立」について

(1) １０年後の「地方交付税不交付団体」を目指す取組について

① 実現のためのロードマップと方策について

４．３本の柱「防災力の強化」について

(1) 迫りくる災害に対する防災のあり方について

① 今後の防災対策における市の方針と取組について

５．「桑名駅及び周辺整備」の促進について

(1) 桑名駅東地区と西地区の事業推進について

① 現状と今後の展開について
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３．　　　絆　　　　　倉　田　明　子　（発言時間：60分　発言方法：一問一答）

４．　桑　輝　会　　　柴　田　理　恵　（発言時間：60分　発言方法：一問一答）

※参　考

〇発言方法には次の２通りの方法があり、各議員がいずれかを選択しています。

　議員から発言通告書に記載の番号順に一項目ずつ質問し、それに対して市長部局側から答弁

する方式です。

　議員からまず、発言通告書に記載の全ての質問を一括して質問し、それに対して市長部局側

から一括して答弁した後、再質問以降は一問一答で行う方式です。

① 一問一答方式

② 併用方式

１．「誰一人取り残さない社会」の実現について

(1) 女性が健康で活躍できる政策の推進について

① 女性が自分らしく輝けるまちづくりに向けた取組とは

(2) 子どもをまんなかに据えた政策の展望について

(3) 子育て分野における取組の成果について

① 子ども医療費の窓口負担を18歳まで無料化した効果は

２．「時代の変化に対応できる行政」への変革について

(1) 人口減少社会への対応について

① 公共施設の再編とマネジメントの方向性をどのように考えているか

② ＡＩの具体的な活用法は

③ データ活用の今後の展望について

(2) 気候変動と南海トラフ地震への対応

① 近年発生している想定を上回る各種災害への対応について、どのよう

に考えているか

② 地域との連携状況は

(3) コロナ禍で学んだことと今後への備えは

１．公共施設の再編とマネジメントについて

(1) 公共施設の再編をどのように行っていくのか

２．全市的な学校再編について

(1) 市が描く子どもたちの将来像は

３．防災力の強化について

(1) 市としての取り組みは

(2) 個人や地域で取り組むべきことは

４．誰一人取り残さない社会の実現について

(1) 女性が健康に活躍できる政策とは
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